
令和２年度 石狩市立紅南小学校 総合的な学習の時間 全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】＜目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力＞ 

学年 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

テーマ わたしたちのふるさとと，人々との関わり 

探究課題 

ふるさとの自然環境と 

 自然を守り続ける人々 

との関わり 

ふるさとの産業と 

 産業に携わる人々との 

         関わり 

ふるさとの福祉と 

 福祉に携わる人々との 

         関わり 

ふるさとの伝統と文化， 

 自分自身の振り返りと 

     ふるさとの未来 

探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力 

知識及び技能 
地域の自然の素晴らしさやそれを守る

人々の工夫がわかる。 

地域の産業のよさと課題及びそれに携

わる人々の願いがわかる。 

地域の福祉の現状把握と，それに携わる

人々の願いや工夫がわかる。 

地域の伝統と文化がわり，地域の未来像

と自分たちの生活との関わりがわかる。 

情報を比較・分類するなど，探究の過程に応じた技能を身に付けている。 情報を比較・分類・関連付けるなど，探究の課題に応じた技能を身に付けている。 

思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等 

課題の設定 
自分の関心から地域についての課題を設定し，解決方法を考えて追究している。 地域の人々等の思いをふまえて課題を設定し，解決方法や手順を考え，見通しを持

って追究している。 

情報の収集 
目的に応じた対象を決め，自分たちの身近なところから情報を集めている。 目的に応じた手段を考えて選択し，情報を収集したり，必要な情報を選んだりして

いる。 

整理・分析 
問題状況における事実や関係を，事象を比較したり分類したり，数量などで客観的

に比較したりして，特徴を見付けている。 

視点を明確にして問題状況における事実や関係と，整理した情報を関連付けたり，

多面的に考察したりして理解し，多様な情報の中にある特徴を見付けている。 

まとめ表現 
相手に応じてわかりやすくまとめ，表現している。 相手や目的，意図に応じて，工夫してまとめ，表現の手段を考えて選択し，表現し

ている。 

振り返り 学習したことを振り返り，生活に生かそうとしている。 学習の仕方を振り返り，学習や生活に生かそうとしている。 

学
び
に
向
か
う
力
，

人
間
性
等 

主体性 課題の解決に向け，目的意識をもって意欲的に取り組んでいる。 問題意識をもって，自分なりの方法を工夫しながら探究活動に取り組んでいる。 

協働性 
課題解決に向けて，身近な仲間やグループで，力を合わせて探究活動に取り組んで

いる。 

課題解決に向けて，他者と協働して探究活動に取り組み，その大切さに気付いてい

る。 

自己理解 自分のよさや自分にできることに気付いている。 探究活動を通して，自分の生活を見通し，自分の特徴を理解しようとしている。 

他者理解 自分と異なる意見や考えがあることに気付き，相手の立場を理解する。 異なる意見や他者の考えを受け入れ尊重しながら，探究活動に取り組んでいる。 

社会参画 自分と地域とのつながりに気付き，地域の活動に参加しようとしている。 探究活動を通して，自分と実生活・実社会の問題の解決に取り組もうとする。 

＜総合的な学習の時間の目標＞ 

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し 

自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 探究的な学習の課程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を

形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

(2) 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まと

め・表現することができるようにする。 

(3) 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社会に

参画しようとする態度を養う。 

＜学校教育目標＞ 

〇みずから考える子ども 〇思いやりのある子ども 〇ねばり強くやりぬく子ども 〇進んでからだをきたえる子ども 
＜児童の実態＞ 

〇家庭学習が身についていない。 

〇やくそくを守る意識にやや欠ける。 

〇聞く，話す態度に課題がある。 

〇読書を苦手とする。 

〇学ぶに向かう力が伸びつつある。 

〇 

＜地域の実態＞ 

〇地域全体で，子どもたちを育てようする基盤

がそなわっている。 

〇工業や商業を中心に，産業が盛んである。 

〇まち全体で，子どもたちの学力や体力の向上

を図る取組が行われている。 

＜保護者・地域の願い＞ 

〇あいさつや正しい言葉が身についた子に育

って欲しい。 

〇家庭学習や自主的な学習に進んで取り組む

子に育ってほしい。 

〇石狩市の良さを知り，まちの発展に進んで参

加する態度を養ってほしい。 

＜教師の願い＞ 

〇学級や学校生活の充実を図り，健全な学校生

活を営む態度を育てたい。 

〇障がいのある児童の自立や社会参加に資す

る指導を行いたい。 

〇新しい時代の到来に柔軟に適応することが

できる学力を身に付けさせたい。 

＜今年度の重点目標＞ 

確かさを身に付け，自らのよさをいかし，ねばり強く学び続ける子の育成 

【本校の総合的な学習の時間の目標】 

 石狩市や紅南地区の人，もの，ことに関わる探究的な学習を通して，目的や根拠を明らかにしな 

がら課題を解決し，学習の成果をどのように社会に還元するかを見通して学ぶ姿勢を身に付ける。 



【学習活動】             【指導方法】             【学習の評価】           【指導体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各教科等との関連】 

国語 社会科 算数 理科 生活科 音楽 
・自分の思いや考えが相手に伝

わるように表現する力 

・相手が伝えたい事柄を正確に

理解する力 

・言語についての知識や理解，技

能 

など 

・社会的な事象に関心を持ち，進

んで調べようとする態度 

・資料を読み取り活用する力 

・調べたことから考える力 

 

           など 

・数量や図形に興味を持ち，調べ

たり試したりしながら課題を

解決していこうとする力 

・目的に応じて表やグラフを使

って表現する力 

・筋道を立てて考える力   

           など 

・自然事象に関心を持ち，進んで

調べようとする態度 

・科学的に筋道を立てて考え，問

題を解決する力 

・見通しを持って観察，実験をす

る力 

           など 

・身近な人々，社会，自然と関わ

る力 

・自分自身や自分の生活につい

て新たな気づきをする力 

・生活上必要な習慣や技能 

           など 

・音楽によって養われる感性や

情操 

・感じたことを歌や楽器で表現

する力 

           など 

家庭科 図画工作 体育 外国語活動・外国語 道徳科 特別活動 
・日常生活に必要な基礎的・基本

的な知識及び技能 

・家庭生活をよりよくしようと

工夫する力と実践的な態度 

           など 

・表現や鑑賞の活動などで養わ

れた感性や情操 

・つくりだす喜び 

・形や色，材料などから発想して

いく力 

・材料や用具を用いる力 

           など 

・健康で安全な生活を営もうと

する態度 

・たくましい心身 

           など 

・異なる言語や文化などを理解

する力 

・積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度 

           など 

・課題解決に向けて主体的に活

動するための道徳的な判断力，

心情，実践意欲と態度 

           など 

・話し合いのしかた 

・集団をよりよくしていこうと

する意欲，及び態度 

・自発的，自主的に活動を進めて

いく力 

           など 

 

【プログラミング教育との関連】 

 

 

 

 

 

【地域との連携】 

 

 

 

 

 

 

・現代社会が抱える問題，地域の実態，本校の実

態，児童の実態などを踏まえて，探究課題を設

定する。 

・石狩市または紅南地区の人，もの，ことを生か

した学習活動を行う。 

・学習成果を表現する場を設定する。 

・年間の学習単元設定は，実態に合わせて行って

いく。（２～３を基本とする） 

・情報活用能力の基礎を学ぶ時間を設定する。 

・学習の最適化を図るために，学年単位での学習

を基本とし，場面に応じて，習熟度別指導体制

をしく。 

・地域の教育資源を活用しやすいように，データ

化するとともに，市教委との連携を密に行って

いく。 

・学校図書館の学習での活用を充実させていく。 

・プログラミング教育の充実を図るために，加配

教員を，各学年各教科において TT 指導を行

う。 

・EdTech を活用した評価の充実を図る。 

・観点別学習状況を把握するための評価規準を

設定する。 

・学期末評価は，育成を目指す資質・能力に言及

した，記述式で行う。 

・個人内評価を重視する。 

・指導と評価の一体化を充実する。 

・年度末に，指導計画の評価，改善を行い，次年

度の計画に生かす。 

・学んだことを文章表現する活動を行い評価に

生かしていく。 

・個に応じた学習の実現のために，指導の最適化

を図る。 

・体験活動を重要視する。 

・各教科等との関連を重視した指導を行う。 

・情報活用能力を生かす場面を設定する。 

・協働的な学習を充実させ，思考力を育成してい

くために，ICT 機器の活用を積極的に行う。 

・プログラミング教育実施の充実のために，C 分

類としての時数を確保し，指導していく。 

市役所との連携 
・教育委員会 

・地域連携本部 

・社会福祉協議会 

          など 

近隣校との連携 
・花川北中学校 

・花川南小学校 

・双葉小学校 

・エルム幼稚園   など 

市内公共施設との連携 
・市立図書館 

・公民館 

・りんくる 

・B&G      など 

地域町内会との連携 
・紅南町内会 

・ライラック町内会 

・北子連 

       など 

地域企業との連携 
・石狩湾新港工業地帯 

・さくらインターネット 

・マテック 

       など 

プログラミング教育の目標を達成するために，各教科および総合的な学習の時間において，横断的に実施していく。別途，プログラミング教育の年間指

導計画を作成し，実施していく。総合的な学習の時間においては，育成すべき資質・能力に照らし合わせて単元を構成し，総合的な学習の時間の目標に迫

りながら実施していく。 

  ※紅南小のプログラミング教育年間指導計画を参照。 


